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気象観測と天気予報の半世紀余
日本気象予報士会関西支部

山仲間のＮ氏は理学博士ですが、顔を合わせると、
「今日も下駄を放ってきたか？」と言います。私は、
「長年放っている下駄がチビッテきて、このごろはアカンのや」と応えます。
この会話の意味が分かりますか。
私の子供の頃、普段は下駄やぞうりを履いていました。その下駄を、足首のス

ナップを効かせてポイっと放り上げるのです。着地した下駄が、表を向いていたら
明日は晴れ、裏向きなら雨、横を向いたら曇です。こんな遊びをしていました。彼
もそんなことを知っているので、先の会話は天気の話をする合図みたいなものな
のです。

「気象」への入り口
小学生の頃、どこの小学校でも門を入ると庭があって、必ず二宮金次郎の像が

あり、その側に百葉箱があったのです。でも6年間、それを使った記憶がなく、不
思議な存在でした。
中学校では、百葉箱の中には温度計などが入っていて、気象観測の道具であ

ることが分かりました。
私が「気象」に関わるようになったのは、高校2年の理科で「地学」を履修したか

らです。百葉箱の中の温度計を読み取ったり、ラジオ天気図を描いたのが始めで
す。この「地学」のもう一つの内容は私の人生に大きな影響がありました。それは
火山の不思議と景観の魅力です。火山を見たい、山に登りたいという思いは今も
あり、気象と登山に関わる生活が続いています。

高校を卒業した年の秋（1959（昭和34）年）、伊勢湾台風が上陸して大きな災
害になりました。「防災」と言うことが社会に根付くキッカケになった台風だと思い
ます。この時、私は京都地方気象台の技術補佐員でした。時給42円のアルバイト
です。勤務時間は一日6時間に制限され、夜勤もありませんでした。職員のように
夜勤手当などが付かないので、夜勤をさせてもらえないのです。
そこで私は、春に卒業した高校の地学部（地学履修を機会に地学部に入部し

ていました）に出かけ、後輩たちと徹夜で台風の観測をしました。もちろん顧問の
先生も一緒です。先輩が、当時出始めたインスタントコーヒーなどの差し入れを
してくれました。現在と比べると学校にはずいぶん自由があった時代でした。
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第2室戸台風と気象観測
1950年代の気象観測機器

はすべてが「アナログ方式」が
基本でした。1960年代には次
第に改変されていきます。そ
の頃の様子を、1961（昭和
36）年9月16日に高知県室戸
岬に上陸した「第2室戸台風」
の観測を中心に、私の体験か
ら紹介します（前記の伊勢湾
台風による大災害が発生し
た、その11月に私は気象庁の
正規の職員として室戸岬測候
所に採用になりました）。
気圧は、「フォルタン型水銀気圧計」です。トリチェリーの実験そのままで、ガラス
製の真空の管の中にある水銀柱の高さを測るのです。ただ、大気圧は微妙に振
動しています。とくに、台風などの場合はその振幅がかなり大きく、目視でその平
均的な高さを読み取るのは至難のわざでした。観測は二人一組で、相方が必ず
点検をしました。
気温と湿度は、百葉箱の中に設置してある二重管ガラス製温度計の乾湿球の
読み取りです。読み取った値は最初に「記差補正」をします。個々の温度計の、製
造過程による誤差を補正するのです。その後、水蒸気圧を求め、湿度を算出する
のですが、割り算にはソロバンか計算尺を使いました。当時の室戸岬測候所（現
在は無人の特別地域気象観測所になっている）は、観測室の出入り口から露場の
百葉箱までは10数メートルで
した。台風がいよいよ接近す
るとなると、この間に命綱を張
ります。観測には、下着の上に
ゴム製の雨合羽を着て、ゴム
長靴を履いて、ヘルメットをか
ぶって、命綱を伝って露場を往
復します。
風は測器が入れ替わる時
期でした。台風を迎えるかの
ように高さ40メートルの新し
い測風塔が完成し、風向と瞬

1961年9月16日午前9時、第2室戸台風が上陸したこ
ろの天気図（出展：気象庁印刷天気図）

室戸岬測候所庁舎と露場の一部：当時のレーダーア
ンテナにはドームがなかった。
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間風速は風車型風向風速計で、
風速（10分間平均）はまだ3杯型
風速計での観測でした。観測の
度に40メートルの測風塔に登る
ようなことはなく、3杯型風速計
は「電接計数器」とがセットです。
風杯の回転数を電気接続した計
数器と言う意味です。計数器は1
位から10位、100位と順次繰り
上がる数字を記した小さな円盤
が並び、その円盤上を針が回転
します。風速が40m/sくらいより

も強くなると、この針が時計の秒針よりも早くカチカチカチカチと回るので、正確
に10分間で計測するためには、右目で時計を、左目で計数器を見る感じでした。
風向も大変でした。風車型の前は、風信器と呼ばれていた矢羽根型の風向計

に繋がっている円筒型の記録紙を読み取るので、あまり面倒はありませんでした
が、風車型の記録はロール紙で、平面の記録ですから北象限と南象限が切り替わ
るようになっています。東寄りや西寄りの風がこまかく振れると、北･南象限がしょ

っちゅう切り替わるので、読み間違えると
風向を180度誤ってしまいますから。

第2室戸台風時の、室戸岬測候所の最
大瞬間風速の値は「84.5m/s以上」が記録
になっています。「以上」とはおかしいです
ね。
瞬間風速は、「ダインス風圧計」（矢羽根

の矢の先が開いていてパイプに繋がり、パ
イプから吹き込んだ風が円筒形の水槽の
中の浮きを上下させることで風速を計りま
す）で観測されていましたが、1960年代に
なると風車型に順次切り替えられていきま
した。ただ、当初の風車型風向風速計は観
測記録の上限が60m/sだったのです。台
風の眼が近づいてくると急速に風が強ま
り、記録紙のスケールアウトは確実になっ
てきました。担当者が大阪管区気象台の測

4杯型風速計と風信器型風向計：風速計は風のた
めに回転している。

第2室戸台風の被害：瓦が飛ばされた職
員宿舎。
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器課や観測課と相談をし、記録器の電気回路に「抵抗」を入れて、記録ペンの振
れ幅を小さくすることになりました。そうして、何とかスケールアウトを防ぐことが
できたのです。この時の緊張感は今でもよく憶えています。しかしこれで一件落
着ではありませんでした。台風通過後、ただちにこの記録器は気象庁本庁に送ら
れ、専門的な検査の結果、「84.5m/s以上」を第2室戸台風の「最大瞬間風速」と
することになったのです。
その後、風車型風向風速計の記録上限は90m/sに改良されました。

室戸岬レーダー
第2室戸台風の時にはもう一つ出来事がありました。気象レーダーです。正確

には前年度設置されていましたが、第2
室戸のときに大活躍をしたのです。今で
はインターネットやテレビでもお馴染み
の気象レーダーが普及するまでは、雨雲
や雪雲を面として捉えることはできませ
んでしたから、格段の進歩でした。
気象レーダーは、まず東京高円寺にあ

った気象研究所に試作機が設置され、次
に実用機の1号が大阪生野にあった大阪
管区気象台に設置されました。ところが
まだ性能は思わしくなく、レーダーサイト
の周辺で少し強い雨が降れば、電波が減

衰してしまって探知範囲が極端
に小さくなってしまうのです。
これを大きく改良した実用2号
機が室戸岬測候所に設置された
のです。それでも現在の気象
レーダーと比べると改良すべきこ
とが多くありました。例えば、陸地
からの反射電波も捉えてしまう
ために、観測者は雨雲と陸地とを
判別しなければなりませんでし
た。試運転のときに、四国山脈や

当時のレーダー受信装置：操作をしてい
るのは筆者。無線電話のマイクロフォン
なども写っている。

室戸岬レーダーエコー画像：1960年8月28日
11時07分、探知距離100km、円の中心が室戸
岬。北東から西側にかけてグランドエコーが見
えている。中心から25km付近にかけての円形
のエコーは高い波による反射。その南側にほぼ
東西に延びているのが雨雲。
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足摺岬、さらに紀伊半島の
山々の映像を見たときはす
ごく感激したものです。
室戸岬気象レーダーは、
400km先から台風の眼を捉
えていました。それを刻々と
大阪管区気象台に通報した
のです。当時は映像を伝送
する技術は未発達でしたか
ら、眼の位置や大きさ、動き
などを文字情報にし、それ
を有線や無線通信で送って
いました。この情報は京阪神
地方の防災に大きく貢献し
たと言われています。

天気予報と電子計算機
私は、第2室戸台風を追いかけるように四国から近畿へ。翌年から再び京都地
方気象台で勤務することになりました。ここでは天気予報・予報技術について多
くのことを学びました。
コンピューターを現業に採用したのは、日本では気象庁が最初だと言われて
います。1959年1月に発行された「気象学ハンドブック」には次のように記されて
います。
………1959年に設備されるIBM会社の704型電子計算機の速度は、10桁の
加減算は10万分の2秒、乗除算は1万分の2秒で行われる。………
コンピューターといっても、今とはまったく違う形状で、計算能力は現在のパソ
コンにも及ばない程度でした。それは、旧気象庁の構内に増築された、学校の教
室の3室か4室くらいの部屋全部で1台のコンピューターなのです。壁面にはずら
っと真空管とリレー（継電器）が数千個は並んでいたでしょうか。その前に、少し大
きめの家庭用冷蔵庫くらいの大きさの、オープンリール式の磁気テープの記憶装
置が数台、それにプリンターが並んでいました。隣の部屋は「パンチ室」と呼ばれ
ていて、データの入力作業が行われていました。今のキーボードのような装置は
なく、A5かB6くらいのサイズのカードにパンチ（穴あけ）をして、カードリーダーに
かけてデータを読み取らせるのです。

室戸岬レーダーエコー画像：1961年9月16日、探知
距離200km。第2室戸台風の眼。眼をはっきり見るため
にアンテナ仰角を2.5度くらいに高くし、反射強度の弱
いエコーを消して、白黒を反転させてある。
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このころ、コンピューターの計算結果である予報資料は、地方の気象台には一
日に1回、2種類の図がファックス（受信専用で、現在の家庭の洗濯機くらいの大
きさ）で配信されてきました。500hPaの渦度分布（高度およそ5500m付近の空
気の流れを表している図）と700hPaの鉛直流分布（高度およそ3000m付近の
空気の様子を表している図）です。これらの高層天気図は、現在の数値予報資料
でも最も大事なものですが、当時はこれをほとんど無視する先輩もいたくらいで
す。それも当然のことでした。
数値予報の原理や理論はまだ普及していませんでしたし、予報精度もまだまだ

でしたから。それでも京都の気象台では毎日、先の2枚の図を中心にみんなで意
見を交わしながら数値予報の勉強をしたのです。

それまでの天気予報は、各種の実況図・統計資料などを基に、予報官が知識と
経験で考えるものでした。例えば、台風については全国で「統計法」が活用されて
いました。過去の台風のデータを地図に書き込み、ある時期に、ある強さの台風
が、ある緯度経度で囲まれた地域に進んできた場合に、24時間後にはどこに進
むかを推定する方法。「類似法」もありました。日本に接近するまでの経路に似た
過去の台風を探し、その後の進路を予測する方法で、中心気圧や前線の有無な
ども似たものを探して、地域ごとの雨量や風の強さの予測にも活用していまし
た。
また、各地の気象台では地域の「予報則」がありました。京都の気象台には、15
時の露点温度と夜間の天気（雲量）の予測をもとに、翌朝の最低気温を予報する
予報則がありました。彦根地方気象台には、700hPaの温度と伊吹山の風のデー
タから、滋賀県内で雪が降る地域や降雪量を予報していました。
数値予報の理論と技術は日々進歩してきましたが、全国の気象台や測候所で
活用してきた予報則は、「ガイダンス」に生かされています。
ガイダンスとは、スーパーコンピューターで計算された上空の各層の気圧、気
温、風向・風速、湿度（水蒸気の量）などの物理的な量を、各地域ごとの統計資料
や地形などを組み合わせて、晴れとか曇とかの天気や、最高・最低気温、雨量な
どを予報する方法で、気象台の予報官やお天気会社の気象予報士の、いわば力
の見せ所でしょうか。

アメダスとひまわり
「アメダス」と「気象衛星・ひまわり」も、気象観測と天気予報を大きく変えまし
た。アメダスとレーダーとを合わせた「解析雨量」は、日本列島全体の降水の様子
をほぼリアルタイムで把握することができます。これをコンピューターで処理する
ことにより、6時間先までなら1時間ごと、1時間先までなら10分ごとの降水量の
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予測もされ、気象庁のホームページなどで見ることができるようになりました。静
止気象衛星ひまわりの画像は、コンピューター処理をすることにより、雲の様子だ
けではなく、上空の風の様子や海面温度なども分かるようになり、天気予報の精
度向上に役立っています。

伊吹山測候所とキツネ
私は半世紀以上も気象観測

や天気予報に関わっています
が、気象観測と天気予報の
日々進化している様子には驚
きを感じます。その一方で気象
庁の組織改革が進み、仕事を
していた官署がなくなっていく
のは寂しいものです。先述の
室戸岬測候所と、定年前に勤
務した潮岬測候所は特別地域
気象観測所になり、室戸岬の
レーダーは気象庁本庁の遠隔管理で観測を続けています。潮岬では自動放球に
よって高層観測が行われています。舞鶴海洋気象台はこの9月末に無くなってし
まいます。
中でも、最も記憶に残っているのは伊吹山測候所です。伊吹山測候所は1919

（大正8）年から滋賀県立彦根測候所付属伊吹山観測所として観測を始め、1929
（昭和4）年に国営移管されたのち、1959（昭和34）年から彦根地方気象台と合

同運営がされてきました。
1989（平成元）年6月には無
人になり、2001（平成13）年に
閉鎖されるまで、通年・有人の
山岳観測所として、貴重な観
測記録を残してきました。
1927（昭和2）年2月14日の
積雪11m82cmは今でも世界
記録で、ギネスブックにも登録
されているそうです。
1979年4月から1983年3月

まで勤務をした当時の伊吹山
測候所は、彦根地方気象台と

伊吹山山頂：霧の中の測候所。風向きによって霧
（雲）の様子が変わる。

北アルプス遠望：右から御岳、乗鞍岳、穂高連峰
と槍ヶ岳、その左に笠ヶ岳。これほど見える日はめ
ったにない。
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一体運営されていて、5週ないし6週の内の一週間を伊吹山頂の測候所で勤務を
しました。業務は観測が主ですが、観測機器の保守、電源の保守、庁舎管理、生活
用水の確保と管理などがあり、生活そのものが大事でした。何よりも水が大変で
した。天水（降水や霧）が唯一ですから、夏場に晴天が続くと水不足になり、冬場
は雪からの水造りと水槽を凍らせない
管理が日課になっていました。
山頂勤務は大変でしたが、楽しいこ

ともありました。四季折々の景色・展望
の変化は街の生活では体験できませ
ん。春から秋にかけては色々な草花が
咲きます。1979（昭和54）年10月に木
曽の御岳山が噴火したときは、大阪管
区気象台管内では非常に珍しい火山
（噴煙）観測をしました。琵琶湖はもち
ろん、伊勢湾を航行する船が見えたり、
冬の季節風が収まったときには、北アル
プスの立山・剱岳や白馬岳まで見えた
ことがありました。冬の晴れた日の休憩
時間にはスキーを楽しみました。山頂か
ら北側は程よい斜面で、子ギツネが付
き合ってくれます。20メートルく
らいまでしか近づくことはありま
せんが、振り向くと霧氷のつい
た潅木の陰に隠れたり、知らん
顔をしていると先回りしていたり
するのです。
1980（昭和55）年の末から強

い寒気が入り、1981（昭和56）
年の1月にかけて北陸から近畿
北部では大雪になりました。「56
豪雪」と呼ばれています。正月5
日が山頂勤務の交替日でした。
スキー場のリフトも運転を止めるほどの積雪で、私と相方は3合目のホテルで宿
泊し、翌6日には彦根の気象台からの応援を得て、二日がかりで年末からの勤務
者と交替をしました。大雪はその後も降り続いて、1981年1月14日の積雪が8
メートル20センチに達しました。これは世界記録には及びませんが、伊吹山測候

御岳の噴煙：私は山頂勤務の時は、毎日絵
日記を書いていた。

私の友達：観測室の外に姿を見せたキツネ。
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所第4位の記録になっていま
す。一週間目の交替日になっ
ても次の勤務者が登山でき
ずに、とうとう18日間の滞在
になり、ついにはヘリコプター
で交替をすることになったの
です。富士山測候所でも交替
にヘリコプターを使ったこと
は無く、大変貴重な体験をし
たことになりました。

空を見ましょう
このように様々な体験と、

「気象」の目で半世紀余りの
時代の流れを見てきました
が、今だにこの世界から抜け
出せずに、現在は気象予報士会の活動に関わっています。
気象予報士会は、全国の会員が小学校や中学校で「出前授業」をしたり、当科
学館のような地域のイベントに参加して、子供達と、時には保護者のお父さんお
母さんとも、実験や簡単な天気予報をやってみて、気象の勉強の手助けをしてい
ます。
昔、ニュートンはりんごが木から落ちるのを見て、万有引力の法則を考え付い

た、と言う話しが伝わっています。風が吹いたり雨が降るのはどうしてか、なぜ空
には色々な形の雲が浮かんでいるのか。気象現象をじっくり観察することが気象
学や天気予報の出発点だと思います。その上で、コンピューターという素晴らし
い道具を使いこなすことが重要だとつくづく思います。
一日1回、空を見上げませんか。

2013年6月1日 気象記念日に記す

著者紹介 川邉 昭治（かわべしょうじ）
京都府出身。気象予報士、日本気象予報士会関西支
部副支部長。
元大阪管区気象台予報官、2001年3月気象庁定年
退職。
趣味の登山は現役。2011年夏は雲ノ平・高天原へ、
2012年夏は常念岳・蝶ヶ岳を縦走。

霧氷に閉ざされた測候所：1981年1月。測風塔には山
岳用の黒塗りの風車型風向風速計が設置されてい
る。周囲のアングルには氷結防止のために赤外灯を設
置する。

八ヶ岳黒百合ヒュッテで
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